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社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
四
十
三
回
理
事
会
は
、

十
二
月
十
五
日
惜
、
富
山
県
民
会
館
三
○
四
号
室
に
お
い
て
泉
洋

県
生
活
環
境
文
化
部
長
、
朝
倉
隆
文
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に
迎

え
、
理
事
、
参
事
、
監
事
、
事
務
局
幹
事
な
ど
約
百
名
が
出
席
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
異
動
案
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の

骨
子
に
続
い
て
平
成
二
十
一
年
度
事
業
経
過
報
告
と
収
支
予
算
補

正
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
と
し
て
、
次
の
案
件
が
審
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
は
、
第
十
六
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

（
七
月
下
旬
）、
第
五
十
九
回
富
山
県
芸
術
祭
（
六
月
〜
二
月
）、

第
三
十
五
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
（
九
月
中
旬
）、
第
三
十
三

回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
十
一
月
初
旬
）、
芸
術
文

化
指
導
者
招
へ
い
事
業
、
芸
術
鑑
賞
（
平
成
二
十
三
年
三
月
予

定
）
を
そ
れ
ぞ
れ
例
年
通
り
実
施
し
、
ま
た
、
県
立
文
化
ホ
ー
ル

や
新
利
賀
山
房
で
行
わ
れ
る
「
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
」
は
、
八

月
、
九
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
で
は
、
六
月
に
第
十
一
回
リ
ン
ゲ
ン
世
界
こ
ど

も
演
劇
祭
へ
の
派
遣
を
、
八
月
に
は
、
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派

遣
事
業
（
日
中
友
好
交
流
事
業
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芸
文
協
と
友
好
提
携
し
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
、

韓
国
の
各
文
化
団
体
と
合
同
で
開
催
す
る
第
九
回
国
際
友
好
美
術

交
流
展
（
七
月
中
旬
）
が
、
今
年
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
韓
国
・
江
原
道
へ
派
遣
す
る
日
韓
友
好
交
流
事
業

や
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
（
五
月
）、
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー
ル
県
コ
ー
シ
ュ
・
カ
ロ
イ
美
術
学

校
交
流
派
遣
事
業
（
八
月
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ホ
ル
ト
バ
ー
ジ
美

術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業
（
平
成
二
十
三
年
二
月
）
に
美
術
家
を
派

遣
す
る
予
定
で
す
。

受
託
事
業
と
し
て
は
、
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
０
総
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
、
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
及
び
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
例
年
通
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
共
催
事
業
と
し
て
、
第
六
十
五
回
富
山
県
美
術
展
（
六

月
）、
美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
（
十
一
月
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

― 第43回理事会 ― 

平成22年度事業計画決まる 
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富
山
県
伝
統
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

〜
大
茶
会
・
華
道
・
邦
楽
〜

文
化
庁
「
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ

ン
」「
富
山
県
伝
統
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
９

〜
大
茶
会
・
邦
楽
〜
」

は
十
一
月
十
五
日
隻
か
ら
二
十
九
日
隻

の
期
間
の
土
日
祝
日
の
六
日
間
を
利
用

し
富
山
駅
北
口
の
樂
翠
亭
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
茶
会
は
、
富
山
県
茶
道
連
盟
八
流

派
・
六
支
部
（
十
二
席
）
に
よ
る
茶
会

で
、
和
室
と
立
礼
席
が
設
け
ら
れ
、
参

加
者
ら
は
、
晩
秋
の
し
っ
と
り
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
お
茶
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
富
山
県
邦
楽
協
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
箏
の
演
奏
が
あ
り
、
会
場
は
優

雅
な
音
色
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

期
間
中
、「
と
や
ま
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
２
０
０
９
」「
第
八
回
国
際
友
好

美
術
交
流
展
」「
第
三
十
二
回
富
山
県

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
に
参

加
の
た
め
来
県
し
て
い
た
中
国
の
美
術

家
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
美
術
家
、
俳
優
ら

も
訪
れ
、
日
本
の
伝
統
芸
術
に
触
れ
親

し
み
ま
し
た
。

二
十
一
日
析
、
二
十
二
日
隻
の
二
日

間
、
富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン

フ
ォ
ル
テ
に
お
い
て
小
中
学
生
の
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
茶
道
・
華
道
「
親

子
体
験
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
験
に
参
加
し
た
親
子
ら
は
、
茶
道

で
は
、
お
じ
ぎ
の
仕
方
や
茶
碗
の
持
ち

方
な
ど
の
基
本
的
な
作
法
や
お
茶
の
た

て
方
な
ど
を
学
び
、
華
道
で
は
、
か
す

み
草
や
百
合
を
使
っ
て
親
子
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
生
け
花
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

「
親
子
体
験
教
室
」
の
子
ど
も
た

ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
、

体
験
を
通
し
て
茶
道
・
華
道
の
楽

し
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

十
五
日
隻

【
茶
席
】裏
千
家
富
山
支
部（
和
室
）、

薮
内
流
高
岡
支
部（
立
礼
）

【
箏
】

黒
川
社
中（
黒
川
雅
皓
、

黒
川
真
理
、バ
デ
ュ
ー
チ

雅
紫
）

二
十
一
日
析

【
茶
席
】遠
州
流（
和
室
）、表
千
家

（
立
礼
）

【
箏
】

松
原
社
中（
松
原
雅
尉
、

中
村
雅
楽
奈
美
）

二
十
二
日
隻

【
茶
席
】薮
内
流
富
山
支
部（
和
室
）、

武
者
小
路
千
家（
立
礼
）

【
箏
】

川
倉
社
中（
川
倉
美
津
瑠
、

川
倉
美
波
瑠
、河
内
美
千

都
）

二
十
三
日
積

【
茶
席
】林
義
牧
派
遠
州
流（
和
室
）、

遠
州
会
富
山
支
部（
立
礼
）

【
箏
】

瀬
尾
社
中（
瀬
尾
雅
加
寿
、

茂
雅
篁
）

二
十
八
日
析

【
茶
席
】裏
千
家
魚
津
支
部（
和
室
）、

薮
内
流
魚
津
支
部（
立
礼
）

【
箏
】

富
士
原
社
中（
富
士
原
文

以
千
乃
、平
井
文
以
千
耐
、

水
橋
文
以
千
厚
）

二
十
九
日
隻

【
茶
席
】裏
千
家
高
岡
支
部（
和
室
）、

皇
風
煎
茶
禮
式（
立
礼
）

【
箏
】

河
崎
社
中（
村
松
雅
楽
文
、

村
松
雅
奈
）

（
敬
称
略
）

華道「親子体験教室」

茶道「親子体験教室」



第
32
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
三
十
二
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
外
務
省
「
日
本
・
ド
ナ
ウ

交
流
年
２
０
０
９
」
認
定
事
業
）
が
十

一
月
二
十
一
日
析
〜
二
十
三
日
（
月
・

祝
）
ま
で
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
展
示
部
門
で
は
児
童
画
三
二

八
点
、
書
七
一
九
点
、
童
画
四
点
、
創

作
童
話
部
門
は
八
五
点
の
応
募
が
あ
り
、

こ
ど
も
た
ち
の
夢
が
つ
ま
っ
た
作
品
が

会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し

て
、
今
回
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
、
韓

国
、
ロ
シ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
こ
ど
も
た
ち
の
絵
画
一
七
七
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
の
こ
ど
も
た

ち
の
作
品
は
、
九
月
に
行
わ
れ
た
「
県

民
芸
術
文
化
祭
２
０
０
９
」
の
会
場
で

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
二
日
隻
の
演
示
部
門
で
は
、
午

前
、
午
後
に
わ
た
り
県
内
十
五
団
体
の

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
器
楽
、
洋
舞
、
日

舞
、
剣
詩
舞
の
公
演
が
富
山
県
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
元
気
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
は
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー

国
交
樹
立
一
四
〇
周
年
・
国
交
回
復
五

〇
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
り
、
特
別
公

演
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
劇
団
プ
レ

イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
が
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
」を
日
本
語

で
上
演（
午
前
・
午
後
の
二
回
）
し
ま
し

た
。
一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
同
劇

団
は
、
代
表
の
芸
術
監
督
兼
演
出
の
ピ

ン
ツ
ェ
ー
シ
ュ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

氏
、
ま
た
チ
ョ
コ
ナ
イ
劇
場
演
出
兼
俳

優
の
ヤ
ン
ボ
ー
ル
・
ヨ
ー
ゼ
フ
氏
な
ど
、

プ
ロ
が
大
半
を
占
め
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

有
名
な
劇
団
で
す
。
一
九
八
一
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
国
際

演
劇
祭
で
富
山
の
文
芸
座
と
同
じ
演
目

を
競
演
し
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
そ

の
後
、
富
山
県
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ

ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー
ル
県
の
多
岐
に
亘
る
文

化
交
流
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
演
目
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
」

は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
み
に
く
い
ア

ヒ
ル
の
子
」
を
元
に
作
ら
れ
た
、
新
作

の
お
話
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
実
力
派
俳
優

た
ち
が
富
山
弁
を
交
え
た
日
本
語
の
舞

台
を
繰
り
広
げ
、
観
客
を
び
っ
く
り
さ

せ
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

同
劇
団
は
、
十
八
日
戚
〜
二
十
一
日

析
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
県
民

ふ
れ
あ
い
公
演
に
も
出
演
、
ま
た
、
芸

術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
の
演
劇
部

門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十
七
日
惜
〜
二

十
日
昔
）
で
は
、
ピ
ン
ツ
ェ
ー
シ
ュ
・

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
氏
が
講
師
を
務
め

た
。終

演
後
に
は
、
出
演
者
の
中
か
ら
十

九
名
に
奨
励
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
（「
お

よ
ろ
こ
び
の
人
々
」を
参
照
く
だ
さ
い
）。

ハンガリー・プレイヤーズ・スタジオ・デブレツェンによる日本語の「みにくいあひる」

展示部門開会式でのテープカット

海外からの特別展示

演示部門（黒川邦楽院）
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美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

平
成
二
十
一
年
度
の
「
美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
」
は
、
十
一
月
二
十
七
日
昔
か
ら
十
二
月
一

日
惜
ま
で
、
富
山
県
民
会
館
の
美
術
館
と
地
下
展
示
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
各
展
示
場
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

従
来
の
細
か
な
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
平
面

と
立
体
の
二
部
門
制
が
定
着
し
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え

た
同
展
に
多
様
な
技
法
や
モ
チ
ー
フ
で
表
現
し
た
七
〇
一

点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
立
体
部
門
は
、
昨
年
を
七

点
上
回
る
過
去
最
多
の
九
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
五
五
五
点
が
入
選
し
、
平
面
の
部
で

は
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
」（
尾
増
真
理
氏
）
が
、
立
体
の
部
で

は
「
不
思
議
な
塔
」（
泉
秀
明
氏
）
が
大
賞
を
受
賞
し
、
県

知
事
賞
と
北
日
本
新
聞
社
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
、「
公
募
展
の
未
来
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
常
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
の
大
切

さ
や
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
幅
広
い
県
民
が
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
参
加
者
は
、
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
受
賞
者
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
作
品
制
作
へ
の
励

み
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

期
間
中
、
入
賞
・
入
選
作
品
の
展
示
や
審
査
員
等
に
よ
る

作
品
の
解
説
・
講
評
に
加
え
、
学
生
に
よ
る
ア
ー
ト
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
九
、
九
四
五
人
の
入
場
者
を
数
え
ま
し
た
。

会
期
終
了
後
、
主
な
受
賞
作
品
は
、
高
岡
市
、
魚
津
市
、

砺
波
市
、
朝
日
町
各
地
の
巡
回
展
で
平
成
二
十
二
年
一
月
中

旬
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

シンポジウム「公募展の未来」

子どものための絵画ワークショップ（指導者：大谷弓子県児童美術研究会会長）

審査員による作品解説



モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ

ン
ニ
」
を
自
ら
指
揮
し
初
演
し
た
、
伝

統
と
格
式
あ
る
チ
ェ
コ
国
立
ス
タ
ヴ
ォ

フ
ス
ケ
ー
（
エ
ス
テ
ー
ト
）
劇
場
。
昨

年
十
二
月
十
一
日
昔
、
そ
の
名
門
劇
場

で
富
山
で
作
ら
れ
、
現
地
チ
ェ
コ
の
出

演
者
に
よ
る
舞
台
が
誕
生
し
ま
し
た
。

上
演
さ
れ
た
の
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
童
話
を
基
に
し
た
「
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」。
現
地

初
演
に
向
け
、
制
作
統
括
の
小
泉
博
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
は
じ
め
演
出
・
振
付

の
可
西
晴
香
氏
、
振
付
助
手
の
片
岸
香

里
さ
ん
、
プ
ラ
ハ
留
学
中
の
川
幡
磨
美

さ
ん
（
い
ず
れ
も
可
西
舞
踊
研
究
所
）

が
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
二
〇
〇
八
年
「
第
一

回
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
」

で
同
公
演
（
出
演
＝
可
西
舞
踊
研
究
所
、

劇
団
文
芸
座
）
を
鑑
賞
し
た
チ
ェ
コ
の

舞
踊
学
校
プ
ラ
ハ
・
ダ
ン
ス
・
コ
ン
セ

ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
の
関
係
者
よ
り
、
作

品
提
供
と
指
導
者
の
派
遣
の
依
頼
が
芸

文
協
に
あ
り
、
実
現
し
ま
し
た
。

同
作
品
は
「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

を
ベ
ー
ス
に
、
複
数
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン

童
話
を
織
り
込
ん
だ
舞
踊
劇
で
す
（
台

本
・
宮
島
春
彦
、
作
曲
・
八
幡
茂
、
美

術
・
久
郷
秀
男
、
衣
裳
・
並
河
万
里
子

二
〇
〇
六
年
「
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
」

で
初
演
）。
薄
幸
の
少
女
が
マ
ッ
チ
を

擦
る
度
に
、
炎
の
中
に
「
み
に
く
い
ア

ヒ
ル
の
子
」「
赤
い
靴
」「
錫
の
兵
隊
」

が
次
々
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

チ
ェ
コ
公
演
の
出
演
は
ボ
ヘ
ミ
ア
・

バ
レ
エ
（
プ
ラ
ハ
・
ダ
ン
ス
・
コ
ン
セ

ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
の
生
徒
と
卒
業
生
に

よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）。
映
像
や
制
作

図
に
よ
り
現
地
で
舞
台
・
衣
裳
等
の
準

備
が
事
前
に
進
め
ら
れ
、
十
一
月
三
十

日
席
よ
り
招
待
さ
れ
た
可
西
、
片
岸
両

氏
が
現
地
入
り
し
ま
し
た
。
コ
ン
セ
ル

ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
の
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
ス
ラ

ヴ
ィ
ツ
キ
ー
校
長
、
十
二
月
八
日
惜
に

プ
ラ
ハ
入
り
し
た
小
泉
博
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
共
に
振
付
・
照
明
な
ど
細
か
い

修
正
を
加
え
、
十
二
月
十
一
日
昔
、
い

よ
い
よ
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

国
立
劇
場
の
新
作
プ
レ
ミ
ア
と
あ
っ

て
、
満
員
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
公
演

は
、
文
化
の
街
プ
ラ
ハ
の
目
が
肥
え
た

観
客
の
心
を
掴
み
、
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。
公
演
後
に
は
劇
場
「
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
間
」
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か

れ
、
在
チ
ェ
コ
日
本
大
使
館
の
原
田
親

仁
特
命
全
権
大
使
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

公
演
は
初
演
を
含
め
今
年
五
月
ま
で

に
同
劇
場
で
計
十
回
予
定
さ
れ
て
お
り
、

チ
ケ
ッ
ト
完
売
が
続
出
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

日
本
人
が
同
劇
場
で
演
出
・
振
付
す

る
の
は
初
め
て
と
い
う
快
挙
で
、
チ
ェ

コ
の
国
立
劇
場
に
と
っ
て
も
、
ま
た
富

山
と
プ
ラ
ハ
と
の
文
化
交
流
に
と
っ
て

も
歴
史
的
な
一
ペ
ー
ジ
が
新
た
に
刻
ま

れ
ま
し
た
。

チ
ェ
コ
国
立
劇
場
へ
の
演
出
・
振
付
者
派
遣
事
業
プ
ラ
ハ
・
ス
タ
ヴ
ォ
フ
ス
ケ
ー
劇
場
に
て

「
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」（
可
西

晴
香

演
出
・
振
付
）プ
レ
ミ
ア
公
演

5

左手前からスラヴィツキー校長、可西晴香氏 マッチを擦る度に幻想的なシーンが展開

８回にも及んだカーテンコール



6

平
成
二
十
一
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

十
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、「
平
成

二
十
一
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

十
月
十
六
日
昔
の
公
演
は
、
小
矢
部

市
立
東
部
小
学
校
の
創
立
五
十
周
年
記

念
式
典
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
第
一
部

は
邦
楽
の
な
ご
み
の
会
（
主
宰
・
前
田

雅
韻
氏
）
に
よ
る
箏
曲
の
調
べ
、
第
二

部
で
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
乗
せ
て
奏
で

ら
れ
る
谷
道
実
子
氏
の
豊
か
で
柔
ら
か

い
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
音
色
が
会
場
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
戚
、
富
山
市
立
呉
羽

小
学
校
の
公
演
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ

ツ
ェ
ン
と
、
邦
楽
の
井
上
雅
喜
代
氏
（
箏
）

他
が
出
演
。
第
一
部
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
童
話
を
ベ
ー
ス
に
し
た
演
劇
「
み
に

く
い
あ
ひ
る
」
を
上
演
。
明
瞭
な
日
本

語
と
斬
新
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
子
供

た
ち
を
物
語
の
世
界
に
惹
き
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
箏
独
奏
「
さ
く

ら
」、「
梢
」「
大
き
な
古
時
計
・
紅
葉
・

赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
を
演
奏
し
、
観
客
は

雅
な
調
べ
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
斥
、
魚
津
市
立
片
貝

小
学
校
で
は
、
前
述
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・

ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
「
み
に
く

い
あ
ひ
る
」
に
続
き
、
県
日
本
舞
踊
協

会
の
西
川
扇
重
京
氏
に
よ
る
「
清
元

玉
兎
」、
藤
間
祐
松
氏
に
よ
る
「
常
盤

津

三
ツ
面
子
守
」
を
上
演
。
和
洋
の

演
者
に
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
か
な
演

技
を
間
近
で
見
た
子
ど
も
達
は
、
時
に

笑
い
、
時
に
真
剣
に
見
入
る
な
ど
、
舞

台
の
楽
し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

十
一
月
二
十
日
昔
、
富
山
県
立
ふ
る

さ
と
養
護
学
校
の
公
演
は
「
み
に
く
い

あ
ひ
る
」
と
洋
楽
の
演
奏
に
よ
る
構
成
。

洋
楽
は
「
の
で
に
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」（
フ

ル
ー
ト
＝
摺
出
寺
敬
子
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
＝
納
原
久
顕
、
ピ
ア
ノ
＝
西
田
雅
美
）

が
「
愛
の
挨
拶
」、「
ブ
レ
ジ
レ
イ
ラ
」

な
ど
を
演
奏
し
、
和
や
か
な
公
演
に
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
析
、
富
山
市
立
三

郷
小
学
校
で
は
、「
み
に
く
い
あ
ひ
る
」

と
、
洋
楽
の
「
ふ
る
ま
り
」（
フ
ル
ー

ト
＝
谷
内
奈
実
子
、
マ
リ
ン
バ
＝
永
森

聖
子
）
に
よ
る
演
奏
「
歌
の
翼
に
よ
る

幻
想
曲
」、「
タ
ン
ゴ
の
歴
史

第
一
・

三
楽
章
」
な
ど
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ン
ポ
の
良
い
お
芝
居
と
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
音
楽
に
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
析
の
公
演
は
、
富

山
県
立
富
山
工
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

が
出
演
し
、
魚
津
市
立
天
神
公
民
館

附
属
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
第
一
部

は
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
曲
で
若
さ
み
な

ぎ
る
演
奏
を
披
露
。
途
中
、
楽
器
の
紹

介
を
は
さ
み
、
第
二
部
で
は
、
音
楽
を

奏
で
な
が
ら
次
々
と
隊
形
を
変
え
て
い

く
形
式
の
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を
披
露
し
、

観
客
と
一
体
と
な
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
八
日
析
上
市
老
人
保
健

施
設
「
つ
る
ぎ
の
庭
」
で
行
わ
れ
た
公

演
に
は
、
邦
楽
の
道
木
雅
宝
氏
（
箏
）

他
、
む
つ
み
児
童
合
唱
団
が
出
演
。
第

一
部
で
は
、「
未
来
花
」
や
「
赤
と
ん

ぼ
」
な
ど
を
演
奏
し
情
緒
豊
か
な
箏
の

音
を
会
場
に
響
か
せ
ま
し
た
。
引
き
続

き
第
二
部
は
、
児
童
合
唱
団
の
子
ど
も

た
ち
が
、
力
強
く
き
ら
き
ら
と
し
た
歌

声
で
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
や
「
夕

や
け
こ
や
け
」
な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
を
含

む
全
一
〇
曲
を
歌
い
上
げ
、
お
年
寄
り

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

十
二
月
十
一
日
昔
富
山
市
立
速
星
小

学
校
で
行
わ
れ
た
公
演
に
は
、
詩
吟
剣

舞
の
渋
川
流
剣
詩
舞
道
菊
帆
会
（
代
表

・
長
瀬
天
帆
氏
）
他
、
合
唱
の
富
山
あ

ざ
み
女
声
合
唱
団
（
代
表
・
牧
野
洋
子

氏
、
指
揮
・
佐
藤
光
子
氏
他
）
が
出
演
。

第
一
部
の
詩
吟
と
剣
詩
舞
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
詩
舞
「
宝
船
」
や
歌
謡
「
白
雲

の
城
」
な
ど
を
披
露
。
演
目
の
間
に
は
、

生
徒
ら
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
刀
の
振
り
方

や
扇
の
開
き
方
な
ど
を
体
験
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部
の
合
唱
で
は
、

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
や
「
サ
ン
タ
が

街
に
や
っ
て
く
る
」
な
ど
馴
染
み
の
あ

る
曲
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
月
十
五
日
昔
の
公
演
は
氷
見
市
立

海
峰
小
学
校
で
行
わ
れ
、
第
一
部
の
詩

吟
剣
舞
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
渋
川
流
天

水
会
（
代
表
・
伊
藤
天
水
氏
）
他
に
よ
っ

て
「
九
月
十
三
夜
」
や
「
黒
田
節
」
な

ど
の
剣
詩
舞
の
ほ
か
、
独
吟
「
九
段
の

桜
」
な
ど
を
披
露
。
演
目
の
間
に
、
子

ど
も
た
ち
は
剣
詩
舞
を
体
験
し
伝
統
芸

術
に
親
し
み
ま
し
た
。
第
二
部
の
合
唱

は
、
女
声
合
唱
団
「
こ
す
も
す
」（
指

揮
・
長
谷
部
律
子
氏
）
が
、
ア
カ
ペ
ラ

に
よ
る
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
歌
」「
ぶ

ん
ぶ
ん
ぶ
ん
」
や
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
日

本
古
謡
「
通
り
ゃ
ん
せ
」
な
ど
を
披
露
。

透
き
通
っ
た
美
し
い
歌
声
に
生
徒
た
ち

は
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
も
参
加
し
、
一
緒
に
歌
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
、
観
客
、
出
演
者
共
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

なごみの会（小矢部市立東部小学校）

ハンガリー・プレイヤーズ・スタジオ・デブレツェン（魚津市立片貝小学校） 

子どもたちの剣詩舞体験（富山市立速星小学校）

女声合唱団「こすもす」（氷見市立海峰小学校）



平
成
二
十
一
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

（
演
劇
・
邦
楽
・
合
唱
・
洋
舞
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

十
一
月
か
ら
一
月
に
か
け
て「
平
成

二
十
一
年
度
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い

事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

演
劇
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＝
小
泉
博
）は
、ハ

ン
ガ
リ
ー
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・
ピ

ン
ツ
ェ
ー
シ
ュ
先
生（
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

立
ペ
シ
ュ
テ
ィ
・
マ
ジ
ャ
ー
ル
劇
場

演

出
家
）を
お
招
き
し
、十
一
月
十
七
日
惜

よ
り
二
十
日
昔
の
間
、「
即
興
劇
と
劇
的

身
体
表
現
」と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
計
四
回
実
施
し
ま
し
た（
日
本
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
交
流
年
事
業
）。受
講
者
は
演

劇
、ダ
ン
ス
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
様
々

な
分
野
で
活
動
す
る
子
供
か
ら
大
人
ま

で
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

演
じ
る
上
で
大
切
な
集
中
力
や
創
造
性

を
引
き
出
す
こ
と
、ま
た
仲
間
を
信
頼

し
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
指
導
は
、ゲ
ー
ム
感

覚
で
身
体
を
動
か
す
楽
し
い
内
容
。参

加
者
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
が

印
象
的
で
し
た
。（
実
施
場
所
＝
富
山
市

民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、氷
見
市
立
十

三
中
学
校
、高
岡
第
一
高
等
学
校
、可
西

舞
踊
研
究
所
富
山
ス
タ
ジ
オ
）

十
一
月
二
十
一
日
析
、二
十
二
日
隻

の
二
日
間
、富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、講
師
に
川
村
泰
山
先

生
を
お
招
き
し
、一
般
、青
少
年
、富
山

県
邦
楽
協
会
会
員
を
対
象
に
邦
楽
部
門

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

＝
河
崎
雅
都
美
）を
行
い
ま
し
た
。川
村

先
生
に
は
、邦
楽
の
高
度
な
演
奏
法
や

箏
、十
七
弦
、尺
八
の
合
奏
法
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。会
場
に
は
、邦
楽
の
雅
や
か

な
音
色
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

合
唱
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＝
長
谷
部
律
子
）は
、ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
デ
メ
ー
ニ
・
シ
ャ
ロ
ル

タ
先
生（
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
・
コ
ダ
ー
イ
合

唱
団

声
楽
家
・
学
校
教
育
指
揮
者
）を

お
招
き
し
、十
二
月
二
十
三
日
積
か
ら

二
十
七
日
隻
に
か
け
て
、ア
・
カ
ペ
ラ
に

よ
る
合
唱
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
七

回（
井
波
小
学
校
音
楽
室
他
六
会
場
）実

施
し
ま
し
た（
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
交
流

年
事
業
）。数
多
の
優
秀
な
合
唱
団
を
有

し
、ま
た
コ
ダ
ー
イ
・
メ
ソ
ッ
ド
と
呼
ば

れ
る
音
楽
教
育
法
で
名
高
い「
合
唱
王

国
」ハ
ン
ガ
リ
ー
。デ
メ
ー
ニ
先
生
の
指

導
は
身
体
の
使
い
方
や
音
楽
の
背
景
の

説
明
、発
音
に
至
る
ま
で
幅
広
く
、的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
で
各
団
体
の
良
さ
を
引

き
出
し
て
い
ま
し
た
。最
終
日
に
は
、指

導
団
体
合
同
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。百
名
を
超
え
る「
大
合
唱
団
」が
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。（
受

講
団
体
＝
井
波
小
学
校
合
唱
部
、吉
江

中
学
校
吹
奏
楽
部
、芳
野
中
学
校
合
唱

部
、女
声
合
唱
団「
こ
す
も
す
」、女
声
合

唱
団「
ど
る
ち
え
」、混
声
合
唱
団「
樂
音

樹
」※
富
山
女
声
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団

か
ら
も
一
部
参
加
）

洋
舞
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＝
可
西
晴
香
）は
、チ
ェ

コ
か
ら
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ポ
ス
ピ
シ
ィ
ー

ル
先
生（
プ
ラ
ハ
国
立
劇
場
ア
シ
ス
タ

ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、ロ
ベ
ル
タ
・
ポ

ス
ピ
シ
ィ
ロ
ヴ
ァ
ー
先
生（
プ
ラ
ハ
・
ダ

ン
ス
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
舞
踊

教
師
・
振
付
補
）を
お
招
き
し
、一
月
九

日
析
か
ら
十
二
日
惜
に
か
け
、ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
基
礎
レ
ッ
ス
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。プ
ラ
ハ
国
立
バ
レ

エ
団
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
長
く
活
躍
し

た
経
験
を
持
ち
、現
在
も
各
方
面
で
活

躍
す
る
両
先
生
に
よ
り
、バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
の
身
体
を
つ
く
る
基
礎
訓

練
を
正
確
に
行
う
こ
と
に
重
点
を
置
い

た
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。短
い
日

程
な
が
ら
年
代
・
レ
ベ
ル
別
の
計
十
四

回
の
ク
ラ
ス
を
精
力
的
に
行
っ
て
頂
き
、

多
数
の
参
加
者
も
得
て
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

一
月
九
日
析
、十
日
隻
に
富
山
市
民

芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、講
師

に
気
鋭
の
指
揮
者
山
田
和
樹
先
生
を
お

招
き
し
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門（
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
＝
篠
崎
秀
一
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。同
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、県
内
の
管
弦
楽
団
奏
者（
富
山

大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
団
、富
山
大
学
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、富
山
シ
テ

ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
）を
対

象
に
行
わ
れ
、受
講
者
は
山
田
先
生
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
指
導
の
も
と
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
お
い
て
の
演
奏
法
な
ど
を

学
び
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

7

（演劇部門）イシュトヴァーン・ピンツェーシュ先生 

（邦楽部門）川村泰山先生 

（合唱部門）デメーニ・シャロルタ先生 

（洋舞部門）ダヴィッド・ポスピシィール先生・ロベルタ・ポスピシィロヴァー先生 

（オーケストラ部門）山田和樹先生 
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お
よ
ろ
こ
び
の
人
々

（
平
成
21
年
９
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
）

第
57
回
二
科
会
写
真
部
展
 

会
友
努
力
賞

中
尾

譲
治
 

第
32
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

奨
励
賞
 前

野

愛
莉

桶
谷

希
実

夏
野

紗
希

日
下

萌

横
田

蘭

山
辺

真
衣

船
崎
奈
乃
波

道
渕

遥
香

笠
本
彩
由
子

道
厘

郁

島
瀧

悠

稲
生

朱
里

菖
池
真
里
香

山
谷

美
紗

山
岸

孝
輔

大
津
賀
那
月

高
柳

茉
林

宮
腰

悠
花

奥
野

彩
子

酒
井
和
佳
子
氏

十
万
円

可
西

晴
香
氏

二
十
万
円

酒
井
和
佳
子
氏
か
ら
地
域
文
化
功

労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
祝
い
と
し

て
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

可
西
晴
香
氏
か
ら
は
、
チ
ェ
コ
国

立
劇
場
へ
の
演
出
・
振
付
者
派
遣
事

業
に
お
い
て
「
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
の
振
付

料
等
を
、
芸
文
協
の
発
展
の
た
め
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
と
、
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
し
、
皆
様
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
ご
寄
付
●

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

２
０
１
０
年
こ
ど
も
が
描
い
た
干
支

の
絵
展
覧
会

１
月
15
日
昔
〜
１
月
17
日
隻

蹟
大
谷
芸
術
交
流
館

第
30
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

２
月
５
日
昔
〜
２
月
７
日
隻

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
C

第
９
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
11
日
斥

富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

第
40
回
富
山
県
版
造
形
教
育
展（
秀
作

回
顧
展
）

２
月
20
日
析
〜
２
月
21
日
隻

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル

第
17
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

２
月
25
日
斥
〜
３
月
２
日
惜

高
岡
大
和

６
階
ホ
ー
ル

劇
団
文
芸
座
創
立
60
周
年
記
念
公
演

そ
の
２

J
・
B
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
作

内
村
直
也
翻
案
「
夜
の
来
訪
者
」

２
月
26
日
昔

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
46
回
富
山
大
学
合
唱
団
定
期
演
奏
会

２
月
27
日
析

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

春
季
邦
楽
演
奏
会

２
月
28
日
隻

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル

黒
川
真
理
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

和
と
洋

弦
楽
の
夕
べ

３
月
11
日
斥

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

渋
川
流
剣
詩
舞
道
聖
慧
会
創
立
25
周

年
・
佐
野
天
慧
斯
道
35
年
記
念
大
会

３
月
14
日
隻

富
山
県
民
会
館

大
ホ
ー
ル

バ
レ
エ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

イ
ン

新
川３

月
14
日
隻

新
川
文
化
ホ
ー
ル

（
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
ー
ル
）大
ホ
ー
ル

第
24
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
14
日
隻

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

「
第
39
回
」池
坊
北
陸
三
県
連
合
花
展

３
月
19
日
昔
〜
３
月
22
日
0

富
山
県
民
会
館

地
下
展
示
室

第
35
回
亜
細
亜
美
術
富
山
展

３
月
19
日
昔
〜
３
月
22
日
0

富
山
県
民
会
館
美
術
館
A
・
B
・
C
・
D
室

第
27
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
27
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
＝
３
月
20
日
析

〜
21
日
積

コ
ン
ク
ー
ル
本
選
＝
３
月
22
日
0

新
人
演
奏
会
＝
３
月
21
日
積

平
成
21
年
度

蹟
日
本
民
謡
協
会
富
山
県
連
合
大
会

民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会

３
月
21
日
積

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル

富
山
県
立
富
山
い
ず
み
高
等
学
校

第
44
回
富
山
い
ず
み
コ
ン
サ
ー
ト

（
吹
奏
楽
）

３
月
22
日
0

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

澤
武
紀
行
の
オ
ペ
ラ
公
演
を
支
援
す

る
旅

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
９
日
間

４
月
14
日
戚
〜
４
月
22
日
斥

第
三
回
富
山
芙
蓉
吟
詠
会
吟
道
大
会

４
月
18
日
隻

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
４
回
高
岡
講
談
会

神
田
愛
山
と

ア
マ
弟
子
の
会

４
月
18
日
隻

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
華
道（
富
山
司
所
）展

４
月
24
日
析
〜
４
月
25
日
隻

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

多
目
的
小
ホ
ー
ル

第
６
回
富
山
国
際
現
代
美
術
展（2

0
1
0

A
R
T/X
/TO
YA
M
A
in

魚
津
）

５
月
１
日
析
〜
５
月
９
日
隻

新
川
文
化
ホ
ー
ル
展
示
場
及
び
野
外

第
18
回
ミ
レ
ー
友
好
協
会
北
陸
展

（
全
国
一
般
公
募
）

５
月
20
日
斥
〜
５
月
23
日
隻

富
山
県
民
会
館
美
術
館

シ
ョ
パ
ン
生
誕
200
年
記
念

シ
ョ
パ
ン
グ
レ
イ
テ
ス
ト
ヒ
ッ
ツ

ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
ヤ
ブ
ウ
ォ
ン
ス
キ

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

５
月
23
日
隻

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

劇
団
P.

O.

D.

第
35
回
公
演「
我
が
名

は
虹
」

６
月
12
日
析
〜
６
月
13
日
隻

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル


